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｢ 見たい景色 ＆ 見える景色 」 Ｈ３０年３月吉日 岩本 博之 

 
オリンピックのライブを夢中で見ていると、選手のファミリーにでもなったような感情移入をしている 

自分が居ます。感動の仕方には個人差があると思いますが、少なくとも大きい喜びを感じられる、共有でき

る感情を持っている人は幸せだと思います。スピードスケート５００ｍでは韓国の国民的英雄で世界記録 

保持者、国民誰もが信じていた李相花（イサンファ）選手の「五輪三連覇」が未完に終わったにも拘らず、

小平選手と２人が氷上で抱擁する場面は素晴らしい情景でした。金と銀では単なる順位１位・２位の差では

なく、とてつもなく社会評価が違います。更に競技者の中には億単位の収入を得て参加する選手も居ますが、

何かしら傲慢さ(メダルの色によって利益が多くなるという欲)が見え隠れしていて感動を感じません。  

アマチュアのアスリート達の祭典が、(３０数年前から)プロアマが一緒に競技するのには商業主義的になって  

前述のような疑問が有りますが、それだからこそ羽生・宮原・高木姉妹・小平選手の清々しさには心打たれます。 

人生には“勝ち組・負け組”という表現がまかり通っており、端的な理解は資産の多寡で決めています。

果たしてそうなのでしょうか？ 価値観の相違はそれこそ自由ですが、人間としての一番の幸せは“理解  

し合え、感動を共有できる人達”に多く出会える事だと思います。同級生や先生方や知人、ファミリーで   

あり、会社の先輩・同僚・後輩、そして地域社会の人達。スポーツを通じてアシストしたり個人技で     

アピールする過程でも連係プレイが必要ですし、個人競技でもライバルや同僚がいて初めて自分が磨かれ 

ます。良い音楽や文学作品に触れて情報交換すれば、違う感じ方（理解）の捉え方にも教えられる事が多い

はずです。どんなに美味しい料理でも一人での食事では味気なく、白熱したスポーツ観戦も大勢で感動を  

共有すればより多くの興奮を得られます。「見たい景色」を見る知識や分析力は、情報交換（コミュニケー

ション）をすればするほど精緻になり、そして友人から親友へと発展します。私などは知識を持たずに   

サッカー観戦をしていると、同じワールドカップの男子・女子では“なでしこ”観戦が楽しく見られ、    

素人目では男子のプレイは速すぎて戦況が把握できません。或いは有名絵画やクラッシック音楽などの  

評価は審美眼が無ければ正しい評価が難しいです。スキー大回転やスピードスケートでは解説者が「少  々  

流れました」という表現で０.５秒の遅れが出ますが何処が失敗なのか理解力はありません。しかし興味を  

持ったことに対しそれに参加したり、或いは頻繁に美術館や競技場で観戦すれば自ずと見る目が養われ、  

更に意見交換する場に参加すれば複眼的な見方が出来、今まで気が付かなかった事・見えなかったモノが  

見えるようになるでしょう。好きな事や興味を持つ事は無意識に努力している事に成ります！仕事に取り 

組む姿勢も同じだと思われます。勿論初期の動機はより良い生活をする為に多くの収入を得たい、というの

が誰しもの本音です。職業の選択にもよりますが、先ずは果たしてこの仕事は自分に合っているのか？特に

新社会人となる若者にとっては勉強と仕事のギャップに悩みます。勉強は答えが明確に有りますが、仕事は

答えまでの道のりが幾通りもあり、掛かる時間も千差万別です。スポーツも仕事も上手くなる早道はありま

せん。筋力を付けるためには走り込むという地道な練習が必要です。単調で誰しもが嫌がる事でも、その  

過程で目的の筋力と共に持久力や忍耐力が養われ、且つ意欲がしっかりしていれば勝負力や自信が付き、  

心の筋力が鍛えられます。ただその練習を同じ時間やエネルギーを使っていても嫌々行っていれば身に  

付かず折角の努力も水の泡になるでしょう。楽しく行うには、シッカリとした目標・ライバルを持ち、    

指導者を信頼(尊敬)する或いは同僚と相談する、など自分自身のモチベーションを高める努力が必要です。

仕事も同じように考えられ誰しも条件は一緒で、単調な仕事(走り込み)などはありません。途中で(転職)  

放り出せばいつまでたっても初心者で、『石の上にも三年』という表現は的を得ています。 

2月3日～2月9日 
 製造２課 新谷 

三年間走り込みをすれば筋力や忍耐力が身に付き色んなスポーツ（職業）の選択技が出る事で、例え当初の  

目的であった１００ｍ短距離から走高跳の競技に変えても、その過程の努力は生きてくるでしょう。 

人生は走り込み (基礎体力の養成) に尽きます！ 

１００ｍ登れば景色が違ってきて同じ高さまで来た人達と親しくなれ 

１,０００ｍ登れば美味しい空気が吸え ２,０００ｍ登れば別世界が見えてきます。 

 

石川県鉄工機電協会様主催のタイ（バンコク）・マレーシア（クアラルンプール）経済視察に参加させて頂き

ました。今回の様な経済視察は初めてであり、海外の企業はどの様な現状なのか勉強して来ようと思いました。

約1週間の間の気温は平均して25度、暑い時でも30度でしたので思っていたよりも過ごしやすい環境でした。 
1社目にお伺いしたタイランドカンパニー様は1967年に設立されて創業50年 

を迎え、製品設計から開発、金型、治具製造、自動車部品製造、各種自動車の組立・ 
改造等を行う企業でした。組立では、コマツ様、ヤンマー様、コベルコ様でそれぞれ 
にラインがあり同時に塗装・組立を行っていました。品質に関しては、日本と同等 
の品質をOJTでしっかりと保っているとの事でした。 
その日の夕方にはタイ・AECビジネス促進部会発足会があり、その前の講義で 

タイの現状を知る事が出来ました。タイの離職の原因と現状で一番多い理由として、 
賃金の不満や労働環境、仕事内容に対する不満が半数以上を占め、タイ人は自身のキャリアと給料アップに強

いこだわりがあり、優秀な人材はより良い企業へ行く為、人材確保が難しいとの事でした。タイ経済環境は

産業集積度の高さやインフラ整備、税政優遇、輸出拠点の面で比較優位に立っているが、今後では完成車輸入

関税撤廃など市場環境に大きなインパクトを与える要素が多く存在し、今後ますます市場は変化していくとの 

事でした。 
4日目にはマレーシアに移動しました。マレーシアの主要民族構成は、マレー系

68％、華人23％、インド7％です。州ごとに民族分布には差があり、視察に行った

クアラルンプールは、マレー系40％、華人38％、インド9%と、華人の割合が高い

そうです。マレー系の人は温和な性格が多く経営にはあまり向いていないそうで

すが、マレーシアに住む華人は商売上手できつい性格では無く、しっかりと融和し

ているそうです。 
クアラルンプールでの企業視察でお伺いした、機械加工大手のCSYAP様は1976

年に設立、機械の台数は200台で毎年10％の売上増。毎年の開発費として600万リンギット（1億8000万円）

の投資をし、2020年には売上40億を目標としています。従業員の約60％が外国人労働者で365日フル稼働

させている大手企業です。 
5S活動や改善活動も毎月行われており、工場内もすっきりと分かりやすくきれい 

でした。こういった活動は日本の企業から言われて活動を行っているとの事でした。 
加工している現場や製品を見ても日本の物と遜色なく技術力も高いと感じました。 
更にマレーシアの人件費は1ヶ月約3万円と、人件費も大幅に抑えられています。 
365日フル稼働で人件費も安く改善活動等も活発に行われている現状を知り、今後 
の日本の企業はどのようにして生き残っていくべきなのか考えさせられました。 
今回の企業視察を通し各企業の様々な事業展開と、海外の経済環境等について学び、 
貴重な体験をする事が出来ました。 
 石川県鉄工機電協会様と視察団の皆様には大変お世話になり有難うございました。 

 

自社ブランドの改造車 

ＣＳＹＡＰ 様 

整理整頓された棚 



 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

6日 上本   さん   10日 菊川   さん 

11日 鈴木   さん   13日 下津   さん

14日 小幡   さん   27日 中山   さん  

5 日 和角   さん   6 日 嶋田   さん 

6 日 吉岡   さん   9 日 福島   さん 

14 日 横川    さん  15 日 山崎   さん 

18 日 田尾   さん  22 日 平    さん 

25 日 藤掛   さん 26 日 丸木   さん 

 
編集後記 :この 1、2 月は予想に反した記録的な大雪に悩まされました。ただ皆さんの協力のお陰で  

当社では除雪等上手く進められたと思います。大雪に限らず災害はいつやってくるか分かりません。 

石川県は災害が少ないですがニュースで地震などの情報を目にする事があると思います。もし自分の身

に起きた場合を想定して急な災害にも対応できるように普段から心構えをしておきましょう。 Ｍ.Ｍ 

 
 

1 月 6 日 
倉部第一工場 

年明けに開催された大会では社員と家族を含む総勢 71 名が参加しました。つき立てのお餅は 
最高～♪ 女性社員による豚汁も大好評で、大人も子供も大満足の 2018 年を迎えました。 

鄭 さん 

毎年恒例！ 
次期新入社員の大根おろし 

 

愛情込もった豚汁 
  いっぱい食べてね！！ 

パパと一緒にぺったんこ 
おいしくな～れ♪ 

熱い～！！！！！ 
若手男性社員は ぎこちない手つき 

沢山来てくれて大盛況 

欲しいオモチャあったかな？？ 

1/20 と 2/17 の 2 日間で、ものづくりマイスター制度による塗装に 
関する講習を受けました。この制度は厚生労働省が建設業及び製造業に 
おける112職種を対象に、高度な機能を持った「ものづくりマイスター」 
が技能検定や技能競技大会の課題等を活用し、中小企業や学校において 
広く実技指導をして、効果的な技能の継承や後継者の育成を行なう 
制度です。今回は九尾係長、北君と私の 3 名で受講しました。 
 内容としては塗装に関する小テストの後に解説といった流れの座学と、 
実際に現場での塗装の実技を行いました。座学に関しては、刷毛塗りの仕方などを学ぶことが出来

ました。実技は塗装の技能検定と同じものを実際に塗装して塗り方を教わりました。例えば従来は

塗装するものを脱脂して塗る前にエアーをかけてホコリ等を取っていましたが、それだけでは容易

に取れないので手で拭き取ることや、塗り方として横方向に塗装したら次は縦方向に塗ったほうが

良いということです。 
 この講習を受けて塗装に関して自分が知らなかった事が多く、それらについて学ぶことが出来て

良かったと思います。このものづくりマイスター制度は塗装以外にも機械加工や機械保全といった

項目もあるので是非皆さんも活用してみてはどうでしょう。 
 

倉部工場 会議室 
第五係 和角 

頑張れ～!! 

1/22～2/21 の期間に第 2 回指差呼称レベル評価が 

行なわれました。 
チェック項目が前回の 6箇所から倍以上の 13箇所に

増え、制限時間も設けられタイムオーバーによる 

減点も追加されました。結果として「高さ」「進行   
方向」の指差呼称もれや吊具や玉賭けのおざなりな

チェック、また 1 割強の方がタイムオーバーの減点

になっていました。時間はともかく普段の業務でも

指差呼称を確実に行ない災害 0 に努めましょう。 
 

受験者数は年間 61 万人に

達する試験で、3 級は日常

的な場面で使われる日本

語をある程度理解する事

が出来るかが目安です 
おめでとうございます！次回は更に上の級を目指して頑張りましょう！ 

SUN MON TUE WED THU FRI SAT SUN MON TUE WED THU FRI SAT 

    1 2 3 1 2 3 4 5 6 7 

4 5 6 7 8 9 10 8 9 10 11 12 13 14 

11 12 13 14 15 16 17 15 16 17 18 19 20 21 

18 19 20 21 22 23 24 22 23 24 25 26 27 28 

25 26 27 28 29 30 31 29 30      

 

 


